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怡 土 良 三

本實驗 ニハ未 ダ意 ニ満 タザル所 ア リ,猶 ホ2-3ノ 事 項 ニ就 キ研 究 ノ歩 テ重 ネザルベ カラザ レ

共,近 時次第 ニHaoedorn-Jensen氏 怯 ガBang氏 法 ニ代 リテ廣 ク行ハ レン卜スル傾 向 アルニ

際 シ,偶 々同學 ノ士T氏 ヨ リ,ア ル物質 ノ影響 ニ ヨ リ,血 糖 ハBang氏 法 ニ ヨル時 ハ減 少 ス リ

ニ反 シ, Hagedorn-Jensen氏 法 ニ於テ ハ殆 ド變 化ヲ認 メザル コ 卜アル ヲ聞 キ,予 ノ實驗 卜相 通

ズル モノアル テ思 ヒ,之 等 ノ方 法 ハ常 ニ必 ズ シモ應用 上ノ便値 ヲ等 シク スルモ ノニ非 ザル事實

ヲ提 示 スル コ トノ無意義 ナ ラザルテ信 ジ,敢 テ本文 テ草 シテ,叱 正 テ待 タ ン卜スルモ ノナ リ,

緒 言

1923年H. C. Hagedorn und B. N. Jensen兩 氏 ガFerricyanidヲ 以 テスル血糖微 量定量法

テ發 表 シテ以來1),本 法 ガBang氏 法 ニ比 シ,其 ノ操作 單簡 ニ シテ其 ノ成績 可 ナ リ優 良ナルニ

ヨリ,一 股 ニ廣 ク使用 セラルル ニ至 レリ,本 邦 ニ於 テモ,或 ハ其 ノ應用 上ノ債値 ニ就 テ,或 ハ

其 ノ操作上 ル注意 事項 ニ就 テ屡 々實驗 報告 セラ レタ リ2).

兩 氏 ノ發 喪ニ後 ルル コ ト5年 即 チ1927年B. v. Issekutz und J. v. Both兩 氏 ハHagedorn-

Jensen氏 法 ヲ,單 ニ試藥 ノ濃 度 テ高 メル コ トト加熱 ノ時 間 ヲ20分 間ニ延長 スル コ トトニ ヨリ

テ,定 量 シ得べ キ糖量 ヲ1-15mgニ 擴 大 シ得 ル コ トテ報告 セリ3)其 ノ實施方法 ハHagedorn-

Jensen氏 原 法 ト全 ク同様 ナル ヲ以 テ茲 ニハ其 ノ記載 ヲ略 ス,

之 等 ノ方 法ハ主 トシテ血糖 定量 ノ目的 ニ案 出 セラ レタルモノナ レ共,血 糖 以外 ノ糖 定量 ニ向

ヒテモ亦一定 ノ範 圍内 ニ於 テ應用 シ得 ベキモ ノニ シテ,近 時Irving4)ハ 葡 萄糖 ニ對 スル腎臓組.

織 ノ試 驗管 ニ於 ケル作用 ノ研 究 ニ當 リ,其 ノ糖定 量法 ニHagedorn-Jensen氏 法 ヲ應用 セ リ.

予 ハ動物體死後 ノ變 化 ノ研究 ニ於 テ體 内臓 器 ノ糖 含量 ノ消長 テ檢査 スルニ當 リ(特 ニ鶏卵 ニ

就 テノ實驗 ニ於 テ),糖 定量法 トシテ最 初Bertrand氏 法5)テ 用 ヒタ リ6),然 ル ニ死後 ノ變化進

行 セル場 合 ニ於 テハ,此 ノ方法 ニヨ リテ亞酸化銅 ノ赤色沈澱 ヲ生 ズル 卜同時 ニ,灰 白色 ノ絮状

沈澱物多量 ヲ生 ジ,コ ノ沈澱物質 ハ過「マンガ ン」酸加里液 ヲ以 テ滴定 スル時,終 反應 タル淡赤

色 ノ出現 ヲ妨 グ,終 反應 ヲ呈 セザ ルベ カラザル時期 ニ至 レバ,只 該液 ヲ滴 下 セル瞬 間ハ 定淡赤

色 テ呈 ス レ共,忽 ニシテ消失 シ,正 確 ナル終反應時 ヲ定 ムルコ 卜困難 ナル事 ヲ知 レリ,故 ニ予

ハ此 ノ沈澱物質 ラ除 去 セ ンガ爲 メニ,骨 炭末,血 炭 末,「 ア ドソル ビン」及 ビ酸性 白土等 ヲ使用
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シテ其 ル吸 着 ヲ試 ミタル モ遂 ニ成功 セザ リキ,依 リテ予 ハ, Irving氏 ニナ ラ ヒテHagedorn-

Jensen氏 法 ニ由ラ ン トセ シガ,其 ノ量的關 係上,寧 口其 ノ變法 ニ シテ稍 々多量 ノ糖 ヲ測定 シ得

ベキIssekutz-Both氏 法 ノ適當 ナル ヲ思 ヒ此 ノ方法 ニヨ リテ次 ハ實 驗 ヲ再試 セ リ.

實 驗

正常 孵化 ハ經 過 ニ於 テ鶏 卵 ハ葡 萄 糖含 有 量 ハ 次 第 ニ減 少 ス ル モ ノナ ル コ 卜ハ 既 ニ多 ク ノ學 者 ニ ヨ リテ 詳

細 ニ研 究 セ ラ レタル所 ニ シテ,就 中佐 藤7)泉8)Whtidimiroff u. Schmidt9)等 ニ ヨ リテ 明 瞭 ニ決 定 セ ラ レタル モ

ノナ リ,予 ハBertrand氏 法 ニ ヨル 最 近 ノ實 驗 モ亦 先 人 ハ所見 卜略 ボ相 似 タル 成績 ヲ示 セ リ(第1表).

第1表 第2表

備 考

表中ノ數字ハ新鮮卵全内容ニ對 スル糖量 ノ

%數 ナ リ.第2表 第3表 共ニ同ジ.

而 シテ 本實 驗 ヲIsselcutz-Both氏 法 ニ從 ヒテ 再 試 ス ル ニ,結 果 ハBertrad氏 法 ニ ヨ レル モ ノニ 比 シ 稍 々

高 キ値 ヲ示 セ ドモ,大 體 ハ經 過 即 チ其 ノ減 少 ノ程 度 ニ大 ナ ル差 違 ノ存 セザ ル コ 卜ヲ認 メ タ リ(第2表).

更 ニ 予 ハ予 ノ研究 ハ本 來 ノ目 的 タル死 後 ノ變 化 ニ就 キテ 實 驗 ヲ行 ヘ リ,即 チ鶏 卵(單 冠 状 白 色 「レ グ ホ

ン」 種 受 精卵)ヲ1週 間 人 工 的 ニ孵 化 セ シ メ タル 後、 卵 殼外 ニ「ワゼ リ ン」ヲ塗 布 シテ 之 ヲ窒 息 死 ニ陥 ラ シ

メ(「 ワ ゼ リ ソ」塗 布 ニ ヨ リテ 正確 ニー 書 夜 以 内 ニ鶏 胎 ヲ死 ニ致 ス コ トヲ得),其 ノ後 各 々1週 間 ノ間 隔 ヲ以

テ 卵 全 内容 中 ノ糖 量 ヲ測 定 セ リ,之 ヲ墨 ノBertrand氏 法 ニ ヨル モ ハ 卜比 較 ス ル ニ, Issekutz-Both氏 法 ニ

於 テハBertrand氏 法 ニ ヨル モ ノ ニ反 シ,死 後3週 間 ヲ經過 セ ル モ ノニ於 テ モ殆 ド何 等 ノ變 化 ヲ モ見 ザ ル

ガ如 キ結 果 ヲ得 タ リ.

第3表

備 考 表 中1氏 法 トア ルハlasekutz-Both氏 法, B氏 法 トア ルハBertrand氏 法 ノ意 ナ リ,以 下 之 ニ同 ジ.
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總 ジテ動物臓器内ニ含有セラルル糖 ハ死後 一定時間 ヲ經過 スレバ漸次減少スルモノナル コト

ハ, Rohny10), Gsell11)等 ノ之ニ反 スル實驗 アレ共
,一 般 ニ信 ジラ レタル事實 ナ リ,而 シテ鶏 卵

ニ就 テノ予 ノ實驗 ニ於 テ微 量ノ糖 ヲ定 量 スル場 合
,前 述 ノ理 由 ニヨ リ Bertrand氏 法 ニヨ リテ

ハ正確 ナル數値 ヲ期待 スル コ ト困難 ナ レ共
,死 後2-3週 間 ニ著 シク減少 スル事 ハ明 カナ リ,然

ル ニ Issekutz-Both氏 法 ニ ヨル結 果 ハ之 ト其 ノ趣 ヲ異 ニス,此 ノ2ツ ノ場 合 ニ於 ケル異 リタル

結 果 ニ就 テ考察 スル ニ, Issekutz-Both氏 法 ニ在 リテ殆 ド何等 ノ變 化 ヲモ證 明 スル コ 卜能 ハザ

リシバ本法 ニ於 テハ, Bertrand氏 法 ニヨ リテハ已 ニ反應 セザル物質 ニマ デ變化 シタル アル モノ

ニモ猶 ホ同時 ニ反應 シテ之 ヲ併 セ測 定 スル ニ ヨル モハカ,或 ハ糖以外 ノ物質 ヨリ變化 シタルモ

ノニモ同時 ニ反應 スル ニヨルモ ノ 卜解 スル ヲ至當 トスル ガ如 シ,故 ニ又, Gsell12)ガ 家 兎血液 及

ビ人屍體心臓 血 ニ於 テ死 後Hagedorn-Jensen氏 法 ニヨ リ其 ノ血糖 量 ニ殆 ド變化 ヲ見ザ リシ實

驗 ガ果 シテ眞 ノ血糖 量ヲ意味 スル モノナ リヤ否 ヤ遽 カ ニ決 シ難 キ所 卜言 ハザルベカ ラズ.

次 ニ予ハ乳酸,燐 酸,蟻 酸或ハ「グリセ リン」ヲ,各 々種々ノ濃度 ニ葡萄糖液ニ混 ジテ,之 等物質ノ存在ガ

糖定量ニ如何 ニ影響スルヤヲ檢セ リ,之 等物質ハ總テ「メルク」製純品ヲ使用シ, Bertrand氏thニ 於テハ

Issekutz-Both氏 法 ニ比シ正確ニ5倍 量ヲ用ヒテ定量ヲ行ヘリ,只 比較ヲー目瞭然タラシメンガ爲メニ,表

中ニ ハ實驗ニヨリテ得タル値 ヲ5分 シテ之ヲ記載セリ.

第4表　 乳酸試驗(蒸 水100.0cc中 乳 酸2.0g)
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第5表　 燐酸試驗(蒸 水100.0cc中 燐 酸2.0g)

第6表　 蟻酸試驗(蒸 水100.0cc中 蟻 酸2.0g)
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第7表　 「グ リセ リン」試 驗(蒸 水100.0cc中 「グ リセ リン」2.0g)

第4表　 乃至第7表 ニ於 テ明 カナル如 ク, Issekutz-Both氏 法 ニア リテ ハ,之 等藥物 ノ濃度 高

マル程糖 トシテ定量 ォラルル量從 ツテ大 卜ナ リ,之 ニ反 シテBertrand氏 法 ニ在 リテハ殆 ド何

等 ノ影響 ヲモ認 メザ リキ.

予 ハ固 ヨ リ此 ノ實驗 卜曩 ニ述 ベタル鶏 卵死後 ニ於 クル實驗 卜ノ間 ニー定 ノ因果 關係 ヲ認 メ,

以 テ直 チニ,鶏 卵死後 ニ於 テIessekutz-Both氏 法 ニヨ リテ糖 量 ニ變化無 キガ如 ク見エタルハ

其際 生 ジタル乳酸,燐 酸等 ノ増加13)ニ 基 因 スル モノナ リ ト解釋 スル モノニハ非 ザ レ共,-全 々

無關係 ナ リトモ考 へ難 シ-予 ハ此 ノ小實驗 ニ ヨ リテ,少 ク トモ次 ノ結論 ヲ爲 シ得 ルモノ ト信

ズ.

結 論

1. Issekutz-Both氏 法 ハ檢體 ガ少ク トモ動物 質 ノ分解産物 ヲ含有 スル ガ如 キ場 合 ニ於 テハ

其 ノ糖定 量ニ ハ誌 グ不適當 ナル方法 ナ リ.

2.檢 體 ガ乳酸,燐 酸,蟻 酸或 ハ「グ リセリン」等 ヲ含有 スルレ場合 ニハ其 ノ含有 量 ニ正比例 シ

テ實際 ノ糖 量 ヨ リモ遙 カニヨ リ高 キ値 ヲ現 ハスモ ノナ リ.

本 實驗ニ使用シタル酸性自土ハ金澤高等工業學校中本教授ヨ リ貴重ナル研究材料 ノー部 ヲ惠與セラレタ

ルモノナ リ,擱 筆スルニ當 リ同教授ニ對シ満腔 ノ謝意ヲ表ス.(5. 8. 26.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber die Issekutz-Bothsche Zuckerbestimmungsmethode.

Von

Ryozo Ido.

Am dern Gevichtsarztlichen Institut der Medizinischen Universitat Okayanna.

(Vorstand: Prof. Dr. C. Endoh).
Eingegangen am 26. August 1930.

Die Zuckersubstanz in abgestorbenen Huhnereiern wurde in verschiedenen post

mortalen Zeiten einmal nach Bertrand, ein andermal nach Issekutz-Both, einer Modifika

tion der Hagedorn-Jensenschen Methode, bestimmt. Die beiden Resultate stimmten 

nicht immer uberein, z. B. nimmt bei der ersteren Methode die Zuckermenge in abgestor

benen Eiern mit den postmortalen Zeiten ab, wahrend sie bei der letzteren unverandert 

hleibt.

Weiter wies Verfasser nach, dass die Glukoselosung, vermengt mit verschiedenen 

Quantitaten von Milchsaure, Phosphorsaure, Ameisensaure oder Glyzerin, fast gar keinen 
Einfluss auf das nach Bertrand bestimmte Resultat ausubt, wahrend bei der Issekutz

 Bothschen Methode eine deutliche Erhohung der als Zucker bestimmbaren Substanz 

erfolgt. Auf Grund mehrerer diesbezuglicher Experimente kommt er zu folgenden 

Schlussen:

1) Wenn die zu untersuchende Substanz den Spaltungsprodukten des tierischen 

Organismus beigemengt wird, so ist die Issekutz-Bothsche Methode fur die Zucker

bestimmung nicht geeignet.

2) Bei der Issekutz-Bothschen Methode zeigt eine Glukoselosung, wenn sie mit 

einer Quantitat von Milchsaure, Phosphorsaure, Ameisensaure oder Glyzerin vermengt 

wird, eine scheinbare Erhehung der Zuckermenge, und zwar in dem geraden Verhaltnis 

der Menge dieser'Substanzen. (Autoreferat.)
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